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肝硬変合併多発性筋炎の一例．第 59 回北陸臨床免疫・症例検討／研究会；2013 Jun 1；金沢． 
16)  薄井 勲．糖尿病患者の脂質管理－動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2012 を踏まえて－．エキスパート Meeting in 
IMIZU；2013 Jun 6；射水． 
17)  篠田晃一郎．合併症を有する関節リウマチにおけるオレンシアの使用経験．第 2 回富山リウマチ薬物治療セミナー；
2013 Jun 7；富山． 
18)  薄井 勲．富山県糖尿病診療指針 2012-2013 の使い方．高岡市医師会糖尿病勉強会；2013 Jun 13；高岡． 
19)  多喜博文．シムジア国内開発試験の結果から．富山臨床リウマチ研究会；2013 Jun 21；富山． 
20)  篠田晃一郎．合併症を有する RA 患者におけるエタネルセプトの使用経験．第 20 回富山抗サイトカイン療法研究会；
2013 Jun 26；富山． 
21)  瀧川章子，薄井 勲，Arshad Mahmood，藤坂志帆，Aminuddin，仙田聡子，中川 崇，合田亘人，戸邉一之．脂肪
組織マクロファージと低酸素．第 1 回低酸素研究会；2013 Jul 6；東京． 
22)  福田一仁．1 型糖尿病に対するインスリン治療．トレシーバ学術講演会；2013 Jul 11；魚津． 
23)  林 龍二．呼吸不全管理人工呼吸の ABC．研修医イブニングセミナー；2013 Jul 12；富山． 
24)  林 龍二．超高齢社会の呼吸器疾患．八尾総合病院呼吸器疾患を考える会；2013 Jul 18；富山． 
25)  瀧川章子．脂肪組織におけるマクロファージの役割．FFDR 第 2 回研究報告会；2013 Jul 21-22；東京． 
26)  岩田 実．間脳下垂体機能障害の最新医療について．富山県難病相談・支援センター「間脳下垂体機能障害」講演
会と療養相談会；2013 Jul 26；富山． 
27)  薄井 勲．糖尿病の病態に応じた薬物治療－SGLT2 阻害薬と GLP-1 アナログを中心に－．第 397 回富山県病院薬剤
師会学術講演；2013 Aug 24；富山． 
28)  岩田 実．2 型糖尿病の経口薬治療．富山の会 2013；2013 Sep 5；上越． 
29)  林 龍二．低肺機能者の理解～息苦しさへの理解～．低肺機能者ボランティア養成講座；2013 Sep 9；富山． 
30)  薄井 勲．CD206-ablation マウスを用いた M2 マクロファージの機能解析．富山大学コラボフェスタ；2013 Sep 12；
富山． 
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31)  林 龍二．肺がん（内科治療）ここまでわかった！がんの基礎から最新治療法まで．富山大学附属病院市民公開講
座；2013 Sep 14；富山． 
32)  薄井 勲．外来インスリン治療のコツ～導入から病診連携へ～．済生会富山病院病診連携の会；2013 Sep 19；富山． 
33)  林 龍二．がん予防のための生活習慣．三菱ふそう株式会社がん予防講演会；2013 Oct 3；富山． 
34)  多喜博文．患者と医師による対談．第 8 回北陸膠原病支援ネットワーク総会；2013 Oct 6；金沢． 
35)  林 龍二．COPD の診断と治療．いっちゃんメディコ（KNB）；2013 Oct 14；富山． 
36)  薄井 勲．2 型糖尿病の病態を踏まえた治療法の選択．第 3 回 Hyogo Expert Forum for Diabetic Medicine；2013 Oct 19；
兵庫． 
37)  岡澤成祐．クイックチェックシートを用いた喘息患者の評価．Symbicort Symposium in Toyama；2013 Oct 23；富山． 
38)  篠田晃一郎．関節リウマチの最新情報－バイオ製剤の免疫原性－．富山関節リウマチナースセミナ－；2013 Oct 30；
富山． 
39)  徳井宏太郎．慢性呼吸不全と在宅酸素療法．「らいちょう」とほっと（HOT）の集い；2013 Nov 2；富山． 
40)  篠田晃一郎．シェーグレン症候群に併発した尿管アミロイドーシスの一例．第 21 回富山抗サイトカイン療法研究
会；2013 Nov 6；富山． 
41)  多喜博文，林 伸一，戸邉一之．右肺門部腫瘍の経過中に皮疹，関節炎を来たした 1 例．富山県内科医会 CPC；2013 
Nov 21；富山． 
42)  薄井 勲．合併症予防の観点からの糖尿病治療－2 型糖尿病の病態を踏まえた薬剤選択－．糖尿病と合併症を考え
る会；2013 Nov 22；静岡． 
43)  角 朝信，福田一仁，薄井 勲，新村里美，和倉健朗，岩田 実，石木 学，戸邉一之．BOT における食後高血糖
に対する DPP-4 阻害薬とグリニド薬併用の有効性．第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 25；石川． 
44)  新村里美，久野貴広，角 朝信，薄井 勲，福田一仁，戸邉一之．リラグルチドからリキシセナチドへの変更の有
効性．第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 25；石川． 
45)  宮本俊朗，福田一仁，森谷敏夫．他動的な筋収縮は糖代謝に有効か？ 第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 25；石
川． 
46)  福田一仁．BOT における食後高血糖に対す DPP-4 阻害薬とグリニド薬併用の有効性．美波セミナー；2013 Nov 27；
富山． 
47)  林 龍二．高齢者の閉塞性肺疾患．富山県医師会；2013 Dec 7；富山． 
48)  瀧川章子，Arshad Mahmood，薄井 勲，戸邉一之．肥満において脂肪組織マクロファージの HIF-1α は糖代謝を悪
化させる．第 25 回分子糖尿病学シンポジウム；2013 Dec 7；大阪． 
49)  多喜博文．関節リウマチの合併症とその対策．東海・北陸地区リウマチ教育研修会；2013 Dec 8；富山． 
50)  薄井 勲．1 型糖尿病患者さんのためのインスリン療法－カーボカウントを生かして－．第 5 回日本病態栄養学会
症例研究会中部地区；2013 Dec 8；富山． 
51)  角 朝信，福田一仁，岩田 実，新村里美，和倉健朗，岡部圭介，瀧川章子，石木 学，薄井 勲，戸邉一之．糖
毒性解除後 C-peptide index（CPI）の治療選択おける有用性．第 5 回富山生活習慣懇話会；2013 Dec 13；富山． 
52)  多喜博文．眼科における膠原病－最近の話題－．第 6 回 Toyama Ophthalmology Meeting；2013 Dec 21；富山． 
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